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I

人は現実の生活に満たされぬとき， ともすればその代償行動(substitute
behaviour) として， 自己の夢の実現される理想の世界を彼方に思い描く
ことをする。彼にあっては， 自己の善性は疑うべくもないものであり，不
幸の原因があるとすれば，それは自らの側にあるのではなく， 自己の可能
性の発現を阻む社会の状況にあると思えるのであろう。が，そうした人間
が，現実世界での夢の挫折を契機に，問題はむしろ免れがたい原罪を背負
った人間性に内在するのであり，理想の世界をロマンティックに夢見るこ
とは現実からの逃避に他ならないと認識を改めると，それまでの自らの姿
勢を極度に嫌悪することになるだろう。T､S・エリオット (ThomasSte-
arnsEliot, 1888-1965)の後年のロマン派批半llの背景には，人生の門口に
あって実は彼自ら抱いていたロマン派的な淡い夢とその挫折が少なくとも
一因としてあったのではないだろうか。そんな図式的な見方が思い起こさ
れるほど，彼の習作詩(juvenilia)は若者らしいロマンティックな雰囲気
に満ちているのである。
周知のように， 1967年JohnHayward編纂のPoewsWγ茄彪陀加Eαγ〃
Yひ"地6yZS.E"0j(1) の出版により，初めて我々一般読者もエリオッ
トの習作時代の詩(2)に容易に接することができるようになった。 この詩集
には彼の高校時代から大学時代にかけて書かれた習作詩10余篇が収められ
ているが，そこには無彩色の荒地的風景をうたった後年の詩からは思いも
つかないような明かるい世界が展開されている。無彩色ではない有彩色の
世界が，そして彼方に思いを馳せる夢見がちな雰囲気が漂っているのであ
る。
例えば1905年2月にS祝"んAc"ew@yRgcoγα誌に掲載された6$AFable

forFeasters'' という詩にはロマン主義的特徴が素朴な形ながら表われて
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いる。全12スタンザから成るこの詩の冒頭は次のように始まる。

InEngland, longbeforethatroyalMormon
KingHenryVIIIfoundoutthatmonkswerequacks,
Andtooktheirlandsandmoneyfromthepoormen,
Andbroughttheirabbeystumblingattheirbacks,
TherewasavillagefoundedbysomeNorman
Wholeviedonall travelershistax;
Nearbythishamletwasamonasterv

〃

Inhabitedbyabandoffriarsmerry.
(::AFableforFeasters",1-8)

当時セント ・ルイスの高校に通っていた16歳の彼は， この毎夜修道院に亡
霊が現われるという内容の物語詩を書くにあたって， まず場面を遠く離れ
たイギリスに，そして時代をヘンリー8世が修道院解体をするずっと以前
とはるか昔に設定する。そしてこのような枠組象の中に，超自然的存在で
ある亡霊(ghost)を登場させるのである。つまり時間的・空間的に隔った
ものへの瞳れ，そして超自然的なものの愛好というロマン主義的特徴を16
歳のエリオットに読ゑとることができるのである。
また1905年同校の卒業式の日に自ら朗読した自作の詩において，彼は自

分たちの人生の出発(commencement)を次のようにうたい出している。

I

Standingupontheshoreofallweknow
Welingerforamomentdoubtfully,
Thenwithasonguponourlips, sailwe
Acrosstheharborbar-nocharttoshow,
Nolighttowarnofrockswhichliebelow,
But letusyetputforthcourageously.

Ⅱ

Ascolonistsembarkingfromthestrand
Toseektheirfortunesonsomeforeignshore
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Wellknowtheylosewhattimeshallnotrestore,

Andwhentheyleavetheyfullyunderstand

Thatthoughagaintheyseetheirfatherland

Theythereshallbeascitizensnomore.

([AtGraduationl905],st.1-2)

青春の日のとまどいと不安は見せながらも， 自らをかつて理想の国を建国
せんと船出した巡礼父祖(PilgrimFathers)になぞらえているところに，
はるかなるものへの瞳れ，そして未来に希望を抱く当時の彼の夢見がちな
姿勢が見られるのである。
では彼の理想とする生とはどのようなものであったのか。冬の朝ロンド
ン・ブリッジの上をうなだれながら歩く通勤者の群のイメージ等この問に
対するネガティブな答にあってはあれほど能弁であった彼も，そのポジテ
ィブな答となると途端に凡庸になってしまう。我々はボードレール論(3)の
中の有名な一節
Sofaraswearehuman,whatwedomustbeeitherevilor
good; sofaraswedoevil orgood,wearehuman; and it is
better, inaparadoxicalway, todoevil thantodonothing: at
leaSt,WeeXiSt.(4)
の「何もしないよりは， 悪を為すほうがましである｡」 という彼の苛立っ
た答から逆推される“生命の躍動感に満たされた生”という漠然とした答
で今は我慢しなければならない。

Ⅱ

彼方に思いを馳せるロマンティックな資質と共に，エリオットの習作詩
にしばしば見られるのは対立の技法である。主題と深く結びついた対立も
あるが，多くは単なる色彩的対立・時間的対立等のアイロニーを狙うもの
である。その典型的な例が次の詩に見られる。

Song
Themoonfloweropenstothemoth,
Themistcrawlsinfromsea;
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Agreatwhitebird, asnowVowl,
Slipsfromthealdertree.

WhitertheHowers,Love,youhold,
Thanthewhitemistonthesea;
HaveyounobrightertropicHowers
Withscarlet life， forme？

恋人のつれなさを難ずる内容の詩であるが， 当時のエリオットにその切実
な必要性があったかどうかは定かではない。ただ作者が対立の効果をはっ
きりと意図していたことは間違いない。恋人の心が熱帯の赤い花を思わせ
る情熱的な恋心といかにかけ離れたものであるかを強調するために，作者
はその象徴である白のイメージを執勧に重ねてゆく。夜の闇を背景に白く
かおりのよい「ユウガオが花開き」 （/､ 1)， 「海の方から白い霧がたちこめ
てくる」 （/､ 2)， そして雪のように白い「シロフクロウがすべるように飛
びかう」 （"､ 3-4)。 しかし， 「恋人よ，君の抱く花は海にかかるその白い
霧よりももっと白いのだ」 （"､ 5-6） と。赤と白の対立が作者のもっとも
腐心した点であることに間違いはない。
やはり習作詩の一篇でヨーロッパ詩に伝統的なlCarpediem' (=catch
today)の主題をうたったl@[ALyric] : @IfTimeandSpace, asSages
say' ''がマーヴェル(AndrewMarvell, 1621-78)の;lToHisCoyMis-
tresse''やヘリック (RobertHerrick, 1591-1674)の@<TotheVirgins,
ToMakeMuchofTime''および@lCorinna'sGoingA-Maying"から
主題や詩句を借入した混成詩とも言えるように，習作時代のエリオットは
詩的技巧の腕を磨くことに専心していたわけで, $6Song''に典型的に見ら
れる対立の技法もその一つのあらわれなのである。

Ⅲ

ではもう一つの習作詩$(BeforeMorning''に用いられている対立の技
法に着目して， 当時のエリオットの死生観を考察して采よう。
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BeforeMorning

Whileall theEastwasweavingredwithgray,

Theflowersatthewindowturnedtowarddawn,

Petalonpetal,waitingfortheday,

Freshilowers,witheredilowers, ilowersofdawn.

Thismorning'silowersandflowersofyesterday

Theirfragrancedriftsacrosstheroomatdawn,

Fragranceofbloomandfragranceofdecay,

FreshHowers,witheredflowers, flowersofdawn.

作者は夜明け時の花の様子を描いている。家の外では「東の空一面が緋と
灰との色を織りなす」 （/､ 1）昼夜交替一生と死の交替一という自然界の壮
大なドラマが進行している。が眼を家の中に転じても，同種の交替は起こ
っているのである。夜明け時に6red' (生） と @gray' (死） という新旧両
要素が交錯するように， 「夜明けの花」 (Howersofdawn)は「生彩を放
つ」 (Fresh) 「今朝を盛りに咲く花」 (Thismorning'sflowers)と「枯れ
てしまった」 (withered) 「昨日の花」 (flowersofyesterday) という新
旧両要素が共存し， 「花開く香り」 (FragranceofblOom) と「朽ち果て
る香り」 (fragranceofdecay)を放っているのである。そして@red' (生）
と dgray' (死）の交錯する夜明けの空から確実に昼（生）が生まれてくる
ように， 「花びらを重ねている」 (Petalonpetal)ため一見しおれたよう
に見える「夜明けの花」も「昼をまって」 (waitingfortheday)確実に
花開くのである。
生は死に至らねばならない，が一見したところ死と見えるものの中から
また新たな生が生まれるという自然の摂理を作者は昼夜交替という自然界
の大きな現象と花の生死という自然界のささやかな現象との対応関係一つ
まり人間を含めた自然界のあらゆるものがこの運命を免れえない－の中に
糸とめているわけである。
しかし， ここで注目したいのはこの詩に見られる生死の対立観である。

この詩には確かに昼（生） と夜（死）の交錯する夜明け時がうたわれてい
るが，それは前作同様さまざまな対立-6red'対4gray', @FreshHowers'
対;witheredHowers', (Thismorning'sflowers'対:flowersofyes-
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terday', <Fragranceofbloom'対lfragranceofdecay'一の効果を狙う
ためである。また夜明け時には，昼（生） と夜（死）が共存するが，それ
はあくまでこの時間帯に限られた一時的な現象であって，夜が明けてしま
えば，昼が夜の影響を受けることはないのである。つまりこの時点でのエ
リオットは昼（生） と夜（死） とが単に相対立する存在であり，死とは生
の結末になってはじめて現われ，生に終止符を打つ存在に過ぎないと看倣
していることが窺えるわけである。
周知のように，後年のエリオットは生のさなかに死が暗い影をなげかけ
る状況,生がまさに死に浸食されている状態-livingdeath或いはdeath-
in-life-を問題にした。さぎに言及したロンドンブリッジの上を歩く通勤
者のイメージを見ると，

UnrealCity,
Underthebrownfogofawinterdawn,
AcrowdflowedoverLondonBridge, somany,
Ihadnotthoughtdeathhadundonesomany.
Sighs, shortandinfrequent,wereexhaled,
Andeachmanfixedhiseyesbeforehisfeet.

（?ｿ泥W"s"Z,""(J, 1, 60-65.)

働き盛りでまさに生の絶頂にいるはずの通勤者の群は首をうなだれ,時々
思い出したように短い溜息をつぎ’見る者にダンテのr神曲』 「地獄篇」
の堕地獄の亡者の姿を思い起こさせるのである｡習作時代の死生観とはち
がって，生のさなかに死が暗い影をなげかけているのである。
T.S.エリオット習作詩の世界は昼と夜．生と死が相対立するものと看

倣された世界，死は生に結末をつける終止符的存在で’生そのものと共存
することばないと看倣されていた世界であった。そして“生命の躍動感”
に満たされた生々とした生が今現実には送り得ないにしても，そのような
生が実現される理想の世界を彼方に思い描くことによって，かろうじて支
えられていた世界であった。
しかし現実世界での夢の挫折を契機に，彼方に夢見るような視線を向け

るのではなく，現実に鋭い批判の眼を向けはじめた時点から，生が既に死
に浸食された灰色の荒地的世界がやがて出現してくるのである。真の時代
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精神を担った詩人エリオットの誕生である。

〔注〕

(1) Poe"zsW""g〃"EαγIyYb"オル6yT.S.E""(London, 1967).
なおDonaldGullup,T.S.E"0たAB必""7""jノ (London, 1969)によ

れば，エリオットの習作詩出版の経緯は次の通りである。 1938年にHtzγ"αγa
Ad"oc""誌が，同誌に以前掲載されたエリオッ トの詩8篇(4lSong: ,When
wecamehomeacrossthehill' '', $!Song: !Ifspaceandtime, assages
say' '', :@BeforeMorning'', &@Circe'sPalace'', $4OnaPortrait'', ･(Nocturne'',
@lHumouresque'', "Spleen")を集め, E電〃勘g加sと題して，同誌に特集
掲載した。また1948年には再び同誌が前の8篇に"[Class]Ode: @For the
hourthat isleftusFairHarvard,withthee' ''を加え, Tﾉ2gU"αe垣γαα‐
〃α/g動g"zsqfT.S.E""と題して，同誌に特集掲載した。これを翌1949
年に詩の配列をかえ， また新たに4@Song: @ThemoonHoweropenstothe
moth' ''を加えて，同名のTZeU"αe轌γ"d""efbgwzsqrT・S.E"0jと題
して出版した。 しかし，以上は皆著者エリオッ トの許可雄しに為されたもの
であり，数多くの誤植があったために， すぐに回収の手続きが取られた。そ
こで1950年にJohnHaywardがエリオットの監督下に， これまでの10篇に
新たに高校時代の作3篇"AFableforFeasters'', @.[ALyric]: @IfTime
andSpace,asSages say' '',@&[AtGraduationl905]''および少し後の作
$!TheDeathofSaintNarcissus''を加え，誤植を修正して, fbg"@sW""g"
"Eαγ〃Yb""byT・S.E"0/ と題してストックホルムで出版した。 しか
し， これは限定12部の私家版であり， この版に対する一般の関心が高くなっ
たために，不正確な海賊版が出回ることを恐れて，同詩集を新たにValerie
EliotのNoteを付して1967年公にIH版したのである。

(2) この詩集には1904年の冬から1910年の春にかけて書かれた詩14篇が収められ
ているが, $$Nocturne''以降の詩は，例えばi4Humouresque''にエリオッ ト
自身(AfterJ.LafOrgue) と注釈を付しているように， 当時彼が決定的な影
響を受けはじめていたフランスの詩人ラフォルグ(JulesLaforgue, 1860-
87）の詩の翻案とも言えるものである。 よって筆者が本論で習作詩と称して
いるのはそれ以前の作，即ち l!AFable forFeastes'', $lSong: !If space
andtime, assagessay' '', @:[AtGraduationl905]'', "Song : @Whenwe
camehomeacrossthehill' '', .:BeforeMorning'', @GCirce'sPalace'', $dOna
Portrait'', @$Song: 4Themoonfloweropenstothemoth' ''の9篇である。

(3) T.S.Eliot, !@Baudelaire'' inSe/gcredEss(zys (London, 1951).
(4) Ibid., p. 429.


